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⽬的 アンモニアを適⽤した燃焼炉におけるFuel NOの予測⼿法の確⽴

内容 アンモニアの反応機構，乱流，輻射，固体流体熱連成，バーナや炉の3次元構造を考慮可能な計算コードを開発し
た．さらに，ダイナミックロードバランスとMPIとOpenMPによるハイブリッド並列により計算時間を⼤幅に削減し，直接
加熱式と間接加熱式の燃焼炉計算を実施した．

結果 アンモニアの混焼率を変化させた場合における排気NOxの予測に成功した．さらに，⽕炎帯で⽣成さ
れたFuel NOが⽕炎帯の外側で還元されることを⽰した．

利⽤した計算機
SQUID 汎⽤CPUノード群
ノード時間 12,000 時間
使⽤メモリ 100 GB
並列化 4〜64ノード並列
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